
漁　　港 242 34,194,563 240 32,562,035 95 228

漁港海岸 11 35,568,708 11 26,766,463 60 3

漁　　場 2 498,880 2 498,880 100 2

合　　計 255 70,262,151 253 59,827,378 77 233
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件数

平成30年12月31日現在の管内県営漁港関係施設災害復旧工事の進捗率は、77％となっています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                            （平成30年12月31日現在）
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１ 漁港関係施設の災害復旧工事 進捗状況 

• さっちゃんNEWS part１ 

★★★_スマイル130（いちさんまる）プロジェクトについて_★★★ 

 「130万人誰もが笑顔に」をスローガンに掲げ、「県民の笑顔のために」、「感謝の笑顔を（県外、世界

に）届ける」を活動のコンセプトとし、復興に取り組む職員の気持ちを盛り上げ、復興に向けた県民と一体

感のある取組を展開し、岩手のあるべき未来に追いつく復興を推進する取組みです。 

          ＜シャキシャキの食感 早採りワカメ＞ 
 

 

              ＜稚アユの出荷が始まりました＞ 

 1月上旬から、早採りワカメの出荷が
始まりました。早採りワカメは3月から
の本格的な漁期前に、新芽を摘んだも
のです。 
 大半のワカメは収穫後にボイル塩蔵
されますが、この時期のワカメは生の
状態で販売され、茎ごと食べられるこ
とが特徴です。 
 今の時期しか味わえない旬の味をぜ
ひご堪能ください。 
  
  
  

 一般社団法人岩手県栽培漁業協会では、12月21日に今期初めて稚アユを出荷しました。 
 稚アユは、9月中旬にふ化してから一尾あたり0.5～0.6ｇに成長したもので、2月末ま
でに盛川漁協や南部馬淵川漁協等の県内5ヵ所と県外5ヵ所に、合計3,500kgが出荷され
る予定です。 
 出荷されたアユは、出荷先で中間育成され、５月から６月頃各河川に放流されます。 
 

しゃぶしゃぶが 
お勧め！ 



　　　漁協や漁業者、水産加工業者などが共同で利用する施設の整備を支援しています。

数量(ﾄﾝ) 金額(千円) 数量(ﾄﾝ) 金額(千円) 数量(ﾄﾝ) 金額(千円) 数量(%) 金額(%) 数量(%) 金額(%)

39,303 6,044,984 31,044 6,145,845 57,890 6,561,267 127 98 68 92

 

震災前（H20～
H22の平均）との

対比

(２)　大船渡市魚市場の水揚げ状況（平成30年1月1日から12月末累計）

事業年度 施設名 事 業 主 体

水産物荷捌き施設 大船渡市漁業協同組合

完成予定

(１)　共同利用施設等の復旧状況

平成30年度 平成31年3月

平成30年 平成29年
震災前

（H20～H22の平均)
前年比

（H30/H29)

２ 水産施設等の復旧・魚市場の水揚げ状況 

｢さけの子さっちゃん｣は、 
大船渡水産振興センターの 
PRキャラクターです 

  『復興板』に関するお問い合わせ先 

沿岸広域振興局水産部 

 大船渡水産振興センター 〔担当 宮田〕 

岩手県大船渡市猪川町字前田6-1合同庁舎4階 

        TEL:0192-27-9915 FAX:0192-21-1229 
        E-mail:BG0004@pref.iwate.jp 

＜マボヤの人工採苗について＞ 
 
  

 出典：いわて大漁ナビ 
 平成30年1月から12月までの大船渡市魚市場の水揚量は39,303トンで、昨年の約1.3倍、
震災前の約7割でした。主な水揚げ魚種は、サンマ(17,382トン、29億百万円)、マイワシ
(6,119トン、3億3百万円)、イサダ(5,885トン、6億2千9百万円)などでした。サンマの12
月末までの水揚量は、昨年の1.5倍、震災前の約6割でした。また、サケの12月末までの水揚
量は376トンで、昨年の約６割、震災前の約１割でした。 
 
 

• さっちゃんNEWS part2 

 平成19年にマボヤ被嚢軟化症（ホヤの病気、
復興版66号で既報）が宮城県で初めて確認さ
れるまで、本県では一部の地域で天然採苗が行
われていたものの、養殖用種苗の大部分を宮城
県からの移入に頼っていました。しかし、平成
20年度以降は県外からの移入を自粛し、人工
採苗等による健康で定的な種苗確保に努めてい
ます。 
  

 気仙地区において、昨年12月下旬からホヤ生
産者や漁協により、陸上施設で人工採苗が行わ
れています。水温や光の調整により産卵を誘発
し、パームやシュロなどの天然繊維から作られ
た採苗器に稚ボヤを付着させます。 
 稚ボヤが付着した採苗器は、約一週間陸上施
設で育成されてから、沖の施設に移設されます。 
 その後、今年の8～９月から本養成を行われ、
採苗から約４年後、ようやく市場に並び、皆さ
んの口に届けられます。 
  

親ホヤ（産卵誘発） 

稚ボヤ（ふ化後5日目、約0.5mm） 

 気仙地区では、昨年12月下旬からホヤの生
産者や漁協の職員により、陸上施設で人工採苗
が行われています。産卵は水温や光を調整する
ことによって誘発します。産卵後、ふ化した稚
ボヤをパームやシュロなどの天然繊維から作ら
れた採苗器に付着させます。 
 稚ボヤが付着した採苗器は、約一週間陸上 
施設で管理した後、沖の施設に移されます。こ
のホヤは、今年の8～９月には本養成が開始さ
れ、皆さんの口に届くのは2～3年後になりま
す。 


